
専門家からの研修を受けた大学生が 

不登校の児童・生徒に寄り添い、 

共に語り、共に学ぶ中で、 

子どもたちの可能性を広げるお手伝いをする。 

何か特別なことをするわけではない。 

しかし、子どもたちとの関わり、 

仲間同士の関わりが、 

大学生活の中での特別な時間となる。 

2010年5月4日（火）～5日（水）・9日（日）  

 

不登校 

学習サポーター 

養成研修 

開催 

不登校学習サポーターの活動内容 

 不登校学習サポーターとは、不登校の小学１年生～高校３年

生の子ども達を対象に学習支援を行う学生ボランティアのこと

です。子ども達と接していく上で必要とされる能力の向上を当

研修で図り、学習支援の場で活かします。また、希望者のみ別途

研修への参加後に、訪問学習支援を行うことができます。 

 不登校の児童・生徒に対する学習支援活動 

 当会の学習支援活動は不登校の児童・生徒に対して、西宮市

にある当会の事務所を会場として行っています。カウンセラーな

どの専門家の先生から対人関係スキルや専門的な知識につい

て学んだ学生ボランティアが、様々な事情を抱えた子ども達に

指導を行います。 

 

目的は再登校ではなく、可能性を広げること 専門家の先生の養成研修・継続的なサポート 

 不登校の児童・生徒に対する学習支援活動の目的は子ども達

を再登校させることではありません。子ども達が必要な学力を

身に付けることによって、それぞれが次のステップへの選択肢

を増やすことにあります。もちろんその結果として再登校する子

ども達もいます。 

 サポーターはこの研修で対人関係や不登校に関する知識につ

いて学びます。また、月に１回専門家の先生や仲間のサポー

ターに子どもと関わる上での悩みを共有し、助言をもらう場を

設けている等、継続的に講師をサポートするシステムが整ってい

るため、安心して活動することが出来ます。 

  

不登校 

イメージの 

共有化 

参加者がそれぞれ持つありのままの不登校イメージを共有します。他

の参加者や不登校の子どもと関わった経験のある学生スタッフの持つ

不登校に対するイメージを共有することで自分の持つイメージを見つ

め直します。 

＜例1＞3人組で話し手・聞き手・観察者に分かれ、他者のコミュニケー

ションの取り方の特徴などを伝え合います。 

＜例2＞2人組で一方は目隠しをしながら散歩します。目隠しをしなが

ら相手に身をゆだねることで他者を信頼する過程を実践的に学ぶこと

が出来ます。 

シェアリング（＝月に1回、実際に不登校の子ども達に学習支援をして

いるサポーターが子どもと関わる上での悩みなどを専門家の先生や仲

間のサポーターと分かち合う場）を体験し、より実践的に不登校の子ど

もとの関わりを考えます。 

サポーターが不登校の子どもに学習支援を行うことを想像して、自分

達で劇を考えます。様々なシチュエーションの劇を自分たちで創作し、

実際にサポーター・不登校の子ども・その家族・友人などを演じること

で、子どもを取り巻く環境について考えを深めます。また、サポーターと

して学習支援を行う場面を体験することができます。 ロールプレイ 

シェアリング 

体験 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

実習 

研修内容 研修スケジュール 

 日  程  時  間  ス ケ ジ ュ ー ル  

5 / 4  

（ 火）  

午  後  
・ 自 己 紹 介 、 ね ら い 作 り  

・ 不 登 校 イ メ ー ジ の 共 有 化  

夜  間  ・ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 実 習 1  

5 / 5  

（ 水）  

午  前  ・ 野 外 セ ッ シ ョ ン  

午  後  

・ 当 会 の 活 動 紹 介  

・ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 実 習 2  

・ 不 登 校 に 関 す る 知 識 ・ 情 報  

・ 2 日 間 の 振 り返 り  

宿  

泊  

研  

修  

※内容・スケジュールは都合により変更する場合がございます。ご了承下さい。 

日  

帰  

り  

研  

修  

5 / 9  

（ 日 ）   

午  前  ・ シ ェ ア リ ング体 験  

・ 発 達 障 害 に 関 す る 知 識 ・ 情 報  

・ ロ ー ル プ レ イ  

・ 研 修 全 体 の 振 り 返 り    
   午  後    

 



 

 

 

 

 

 
＜ 必 要 事 項 ＞  

  ① 氏 名  ② ﾌ ﾘｶ ﾞ ﾅ  ③ 性 別 ④ 年 齢  ⑤ 郵 便 番 号   

  ⑥ 住 所  ⑦ 携 帯 電 話 番 号  ⑧ 自 宅 電 話 番 号   

  ⑨ 大 学 名 ・ 学 部 ・ 学 年  ⑩ 志 望 動 機   

  ⑪ 教 え る こ と が 可 能 な 教 科 ( 複 数 可 )  

   

 Ｑ＆Ａ 

   Ｑ  研修ではどんなことを学べるの？ 

    Ａ 研修での学びは人によって違いますが、自分の今までの人とのコミュニケー

ションの取り方、人間関係の築き方などを見つめ直し、より良いコミュニケーション

の取り方について考え、様々な気づきを得ます。学習支援をする上で、子どもと良

好な関係を築くことは非常に重要なことだと考えています。 

   Ｑ  研修にはどんな人たちが参加するの？ 

    Ａ  過去の研修には関関同立・神大・阪大・大阪市立大・奈良教育大・武庫川女

子大・親和女子大・甲南女子大・神戸女学院大・甲南大・近畿大など様々な大学か

ら学生が参加しています。教育・福祉・心理職を目指す人、大学生活で新しいことに

挑戦したい人、色々な人に出会いたい人など様々です。 

   Ｑ  活動をする中でどんなことを得ることができるの？ 

     Ａ この活動によって得るものは人それぞれです。例えば子どもが自分自身の

道を見つけ、新しいステップに踏み出す過程に関わる喜びを感じることができま

す。また、この活動はサポーター同士が互いに支え合いながら行っていきます。仲間

と本気で一つのことに向かい合う時間は貴重な学生時代の経験となります。 

   Ｑ  他にどんな不登校支援活動があるの？ 

     Ａ 当会では、学習支援活動の他に、レクリエーション活動も行ってきました。例

えば月に一度のデイイベントや、夏休みや春休みの長期休暇に行う宿泊キャンプ

等、その種類は様々です。また昨年度は、不登校の子どもを持つ保護者を対象とし

たお話会も行いました。これらのイベントは全て、当会の学生ボランティアが中心と

なって運営しています。 

 

詳しい情報はホームページにも掲載されています！! 
 

「不登校学習サポーター養成研修」の情報、その他ブレーンヒューマニ

ティーの活動の情報は、ホームページにも詳しく掲載しています。また、「不

登校学習サポーター養成研修」に関わるスタッフの紹介などを掲載したブ

ログも運営しています。パソコン又は携帯電話からご覧頂けます。是非、一

度ご覧下さい。 
 

■不登校関連事業部公式ブログ 

「関西の不登校情報」 

   http://d.hatena.ne.jp/bh-hep/    

 

■ブレーンヒューマニティー公式HP 

   http://www.brainhumanity.or.jp   
 

 企画概要 

 お申し込み 

 

   

   

 

 
 

■ メールのみで受付致します （ 〆 切 ： 4 月 2 2 日 ( 木 )  1 7 時 3 0 分 ）  
 

   件名に「不登校学習サポーター養成研修2010春参加希望」、本文に下記必要 

    事項を明記し、下記メールアドレスまで送信してください。 
 

     ※電子メールによる申込ミスを回避するため、電子メールでお申込頂いた場合 

   は、申込みより5分以内に当会より参加申込確認の電子メールを送付します。 

   電子メールで参加申し込みされた方でこの連絡がない場合は、当会インフォ 

         メーションセンター（078－843－8849）までお電話下さい。 
      

     ※当会より送信された参加申込確認の電子メールは、〆切後、当会より参加決 

         定のメールがあるまで消去せず、必ず保存するようにしてください。 
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■内 容 
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■対 象 
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■費 用    
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■主 催      

 

 

 
 

 
 

不登校学習サポーター養成研修2010春 
 

 

① 2010年5月4日（火）～5月5日（水） 1泊2日 

② 2010年5月9日(日) 日帰り 

※ ①②両方の研修の全日程に参加する必要があります。 
 

兵庫県立総合体育館      

〒663-8142 西宮市鳴尾浜1-16-8 
 

 

① 集合 ： 2010年5月4日（火） 13:30 兵庫県立総合体育館 

   解散 ： 2010年5月5日（水） 18:30    同   上 

② 集合 ： 2010年5月9日（日） 10:00 兵庫県立総合体育館 

   解散 ： 2010年5月9日（日） 18:30    同   上 

 

カウンセラーや臨床心理士などを招き、対人関係や不登校の知識に関す 

る研修を行うことで、不登校児童・生徒に対して学習支援活動を行う学習 

支援サポーターを養成する。 
 

 

阿部 昇（兵庫県スクールカウンセラー） 

川島 恵美（関西学院大学准教授・臨床心理士・精神保健福祉士・ 

       社会福祉士）  

島本 たか子（ファシリテーター） 

戸田 玲子（兵庫県スクールカウンセラー） 

長尾 文雄（聖マーガレット生涯教育研究所主任研究員） 

山本 智也（京都ノートルダム女子大学准教授） 
 

 

不登校児童・生徒への学習支援活動に関心のある大学生・大学院生 
 

 

45名（最少催行人数38人） 

※ 応募が殺到した場合研修の男女比・講師の派遣可能地域・教えるこ  

       とが可能な科目・志望動機を考慮した上で選考させていただきます。 
 

 

14,500円（税込） 

※ 宿泊研修中の食費、施設使用費、保険料一切を含みます。 

※ 現地までの交通費は自己負担となります。 

※ 参加決定後お支払いについての書類を郵送いたします。振込期限が 

  4月27日(火）と近くなっていますので予め参加費のご用意をお願い 

 します。 

 

2010年4月25日（日）以降のキャンセルにつきましては、当会の規程に基 

づき、下記キャンセル料が発生いたしますので、万が一当研修への参加を 

お取りやめになる場合はお早めにご連絡下さい。 
 

･4月25日（日）以降にキャンセルする場合          

･4月27日（火）以降にキャンセルする場合            

･5月3日（月）以降にキャンセルする場合         

･イベント当日にキャンセルする場合            

･イベント開始後のキャンセル又は、不連絡不参加の場合 

 

特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー 不登校関連事業部 

〒662ｰ0832 

兵庫県西宮市甲風園1丁目3ｰ12 カミヤビル3階 

ブレーンヒューマニティー公式HP http://brainhumanity.or.jp 
 

実行総責任 阿部 仁知 （アベ ヒトシ/当会経営役員) 

関西学院大学文学部総合心理科学科2回生 

 

当会インフォメーションセンター   078ｰ843ｰ8849 

メールアドレス hep@brainhumanity.or.jp 

･･参加費の20％ 

･･参加費の30％ 

･･参加費の40％ 

･･参加費の50％ 

･･参加費の100％ 

電 子 メ ー ル ア ド レ ス ：  

 h e p - s @ b r a i n h u m a n i t y . o r . j p  

 

主催のブレーンヒューマニティーは不登校の子どもの支援活動の他に、小中学生を対

象としたレクリエーション活動・高校生を対象とした海外プログラムなど幅広く活動し

ています。ここで活動する学生ボランティアは600名ほどで、関西一円の大学から集

まっています。新規ボランティアを対象とした新入生歓迎イベントも予定しておりますの

で、ブレーンヒューマニティーの全体の活動に興味のある方は是非ご参加下さい。 
 
 

 ブレーンヒューマニティーについて 

 ■お問い合わせ 

 ■新入生歓迎パーティー 
   日程：4月10日(土)・4月18日（日）         場所：阪急西宮北口駅周辺 

    集合：阪急西宮北口駅北改札18時         参加費：500円 

   申込み：不要 ※現地まで直接お越しください。    

 

 ■フレッシャーズキャンプ 
   日程：6月5日(土)～6月6日（日）             場所：関西学院千刈キャンプ場 

   申込み：必要                             参加費：4,980円（交通費別） 

 

 ■新入生歓迎お花見(雨天決行） 
   日程：4月10日(土)・4月18日（日）         場所：夙川沿い 

    集合：阪急夙川駅南出口タクシー乗り場12時   参加費：500円 

   申込み：不要 ※現地まで直接お越しください。   

 

  ・山口 直哉（ヤマグチ ナオヤ）      ・ブレーンヒューマニティーアドレス         

    関西学院大学法学部3回生                          vol@brainhumanity.or.jp 

    090ｰ4566ｰ0840                

  ・久森 有希（ヒサモリ ユキ）                       

    関西学院大学教育学部2回生 

    090ｰ8206ｰ5586 


